










 

〔研究目的〕 

 超音波パルス法による診断法,すなわち,主として超音波断層法は従来安全な

診断法であることが特徴とされている。事実,これまで超音波断層法の適用に制

限を生じさせるような見解ないし報告は見られていない。しかし,超音波連続波

を用いるドブラ法では,その使用法から,妊娠初期に用いられることは多くない

が,断層法では妊娠の極く初期からの適用が臨床的に有効とされる。そして,昭

和 50 年度の心身障害研究で行なわれたアンケート調査では,すでに全国主要産

科施設の 73%に超音波断層装置が備えられ,妊娠初期から使用されている結果

が得られた。その上,最近では電子高速走査法が進歩して,装置の普及は著しく,

しかもこの装置は妊娠初期での有用性が強調されているのである。 


